
10

香 美 市 議 会 だ よ り第９号 平成20年5月1日

Ｑ
民
生
費
の
県
補
助
金

で
、
健
康
増
進
事
業
の
具

体
的
な
内
容
を
。

Ａ
法
改
正
に
よ
る
も
の

で
、
健
康
教
育
、
訪
問
、

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査
や
生

活
保
護
者
の
基
本
健
診
に

つ
い
て
健
康
増
進
事
業
と

い
う
形
で
行
う
。
そ
れ
に

か
か
る
県
補
助
金
だ
。

Ｑ
不
動
産
売
り
払
い
収

入
に
つ
い
て
具
体
的
な
説

明
を
。

Ａ
主
に
大
き
な
も
の
は

土
生
川
改
修
関
係
で
、
旧

土
佐
山
田
町
か
ら
土
地
開

発
公
社
に
委
託
し
た
分
を

香
美
市
が
買
い
取
っ
て
売

却
す
る
分
が
予
算
に
載
っ

て
い
る
。
ほ
か
に
は
、
わ

か
ふ
じ
団
地
も
三
区
画
分

を
見
込
ん
で
計
上
し
て
い

る
。

Ｑ
県
補
助
の
新
規
就
農

研
修
支
援
事
業
と
国
庫
補

助
の
担
い
手
ア
ク
シ
ョ
ン

サ
ポ
ー
ト
事
業
に
関
連
性

が
あ
る
の
か
。

Ａ
担
い
手
ア
ク
シ
ョ
ン

サ
ポ
ー
ト
事
業
費
補
助
金

は
認
定
農
業
者
・
担
い
手

に
対
し
て
の
顕
彰
事
業
費

で
、
新
規
就
農
支
援
事
業

は
別
に
な
る
。

Ｑ
地
域
公
共
交
通
会
議

は
ど
う
い
っ
た
こ
と
を
す

る
の
か
。

Ａ
道
路
交
通
法
の
規
定

に
基
づ
き
、
地
域
の
実
情

に
応
じ
た
旅
客
輸
送
サ
ー

ビ
ス
実
現
の
た
め
に
必
要

な
事
項
を
協
議
す
る
会
議

を
設
置
す
る
も
の
だ
。
市

営
バ
ス
を
持
つ
間
は
半
永

久
的
に
持
た
な
く
て
は
い

け
な
い
。
現
在
設
置
し
て

い
る
三
年
間
限
定
の
市
内

交
通
対
策
検
討
委
員
会
は

香
美
市
独
自
の
会
議
だ
。

Ｑ
固
定
資
産
税
の
償
却

資
産
税
が
増
額
に
な
っ
て

い
る
が
、
課
税
強
化
の
方

向
か
。
ま
た
、
地
方
特
例

交
付
金
が
プ
ラ
ス
で
、
特

別
交
付
金
が
マ
イ
ナ
ス
に

な
っ
て
い
る
が
、
そ
の
内

訳
を
。

Ａ
償
却
資
産
に
つ
い
て

は
課
税
の
公
平
性
と
い
う

こ
と
で
、
順
次
、
法
人
等

の
調
査
を
行
っ
て
い
る
。

Ａ
特
例
交
付
金
は
、
児

童
手
当
の
拡
充
分
等
、
特

別
交
付
金
の
方
は
、
減
税

補
填
特
例
交
付
金
が
廃
止

に
な
っ
た
た
め
の
、
激
変

緩
和
だ
。

Ｑ
使
用
料
で
、
香
美
森

林
組
合
の
土
場
、
物
部
の

ス
ト
ッ
ク
ヤ
ー
ド
、
秋
ノ

谷
工
業
団
地
の
料
金
と
算

出
根
拠
は
。

Ａ
秋
ノ
谷
工
業
団
地
は

二
区
画
で
、
十
二
万
円
、

算
出
根
拠
は
、
造
成
費
の

金
利
相
当
分
だ
。
物
部
の

ス
ト
ッ
ク
ヤ
ー
ド
と
香
美

森
林
組
合
の
土
場
は
、
旧

町
村
で
の
契
約
金
額
を
継

続
し
て
い
る
。
そ
の
後
に

減
額
申
請
が
出
て
、
二
分

の
一
の
減
額
を
し
、
六
十

万
円
と
記
憶
し
て
い
る
。

Ｑ
ア
ン
パ
ン
マ
ン
美
術

館
使
用
料
と
、
詩
と
メ
ル

ヘ
ン
絵
本
館
使
用
料
が
減

額
に
な
っ
て
い
る
が
。

Ａ
平
成
十
九
年
度
に
つ

い
て
は
、
平
成
十
八
年
度

の
実
績
よ
り
若
干
落
ち
て

い
る
の
で
、
減
額
し
た
。

多
く
を
見
込
ん
で
歳
入
欠

陥
に
な
っ
て
も
い
け
な
い

の
で
、
実
質
に
見
合
う
額

と
し
て
い
る
。

連 合 審 査連 合 審 査連 合 審 査
平成20年度一般会計予算については、総務常任委員会に

付託されたが、議案の性質上、他の委員会の所管事項と関
連するため、教育厚生及び産業建設常任委員会との連合審
査により質疑された。
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Ｑ
総
務
費
で
職
員
の
時

間
外
手
当
が
十
九
年
度
の

倍
に
な
っ
て
い
る
。
需
要

費
の
電
気
料
や
燃
料
費
も

大
幅
な
増
額
と
な
っ
て
い

る
が
そ
の
理
由
を
。

Ａ
平
成
十
九
年
度
は
歳

入
、
歳
出
の
バ
ラ
ン
ス
を

と
る
た
め
、
当
初
予
算
で

絞
っ
た
が
、
ど
う
し
て
も

必
要
な
た
め
年
度
途
中

で
、
補
正
を
組
ん
だ
。
初

め
に
少
な
く
し
て
、
後
で

補
正
と
い
う
の
は
本
来
の

姿
で
は
な
い
。
今
回
は
総

計
予
算
主
義
に
基
づ
い
て

財
政
調
整
基
金
も
取
り
崩

し
て
予
算
を
組
ん
だ
。
こ

の
金
額
で
も
、
実
績
か
ら

い
う
と
足
り
な
い
。
需
用

費
も
実
績
か
ら
計
上
し
た

も
の
だ
。

Ｑ
国
民
健
康
保
険
費
で
、

財
政
安
定
化
支
援
金
の
繰

入
金
は
、
四
千
万
円
と
い

う
こ
と
だ
が
、
こ
れ
が
精

一
杯
な
の
か
。

Ａ
国
保
特
別
会
計
の
運

営
状
況
も
み
て
、
十
九
年

度
よ
り
一
千
万
円
増
や
し

た
。
こ
れ
で
精
一
杯
だ
。

Ｑ
保
育
園
費
建
設
事
業

は
地
方
債
が
七
億
五
千
五

百
万
円
、
一
般
財
源
一
億

五
千
三
十
二
万
六
千
円
と

な
っ
て
い
る
が
、
国
庫
補

助
金
は
探
し
た
の
か
。

Ａ
補
助
金
は
探
し
た
が

非
常
に
補
助
額
が
低
か
っ

た
の
で
、
起
債
を
選
択
し

た
。

Ｑ
鳥
獣
被
害
対
策
事
業

の
報
償
費
の
内
訳
を
。

Ａ
有
害
鳥
獣
の
捕
獲
の

報
償
費
と
狩
猟
者
の
予
察

出
務
に
対
す
る
報
償
費
と

の
二
本
立
て
に
な
っ
て
い

る
。
捕
獲
報
償
費
は
、
鳥

獣
そ
れ
ぞ
れ
で
異
な
り
、

予
察
出
務
は
一
人
当
た
り

年
間
一
回
限
り
で
二
千
円

と
な
っ
て
い
る
。

Ｑ
別
府
森
林
総
合
利
用

施
設
管
理
委
託
料
は
、
合

併
前
の
や
り
方
を
見
直
す

話
も
出
て
い
た
と
思
う
が

そ
の
後
の
経
過
は
。

Ａ
委
託
料
は
、
予
算
編

成
時
に
、
指
定
管
理
委
託

に
し
た
い
旨
、
関
係
者
に

お
願
い
し
た
が
、
平
成
二

十
三
年
三
月
末
ま
で
現
状

で
と
い
う
こ
と
で
了
承
が

得
ら
れ
な
か
っ
た
。

Ｑ
消
防
費
の
小
型
動
力

ポ
ン
プ
付
積
載
車
は
ど
の

分
団
へ
の
購
入
か
。
積
載

は
軽
四
、
普
通
車
両
の
ど

ち
ら
か
。
道
路
事
情
も
加

味
さ
れ
て
い
る
の
か
。

Ａ
平
成
二
十
年
度
は
片

地
分
団
と
明
治
分
団
へ
配

備
で
一
・
五
　
車
を
予
定

し
て
い
る
。
将
来
的
に
は

軽
四
の
配
備
も
考
え
て
い

か
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

Ｑ
防
火
水
槽
の
設
置
が

予
算
化
さ
れ
て
な
い
が
、

地
域
か
ら
の
要
望
は
な
い

の
か
。
ま
た
、
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
作
成
と
防
災
マ
ッ

プ
は
ど
う
リ
ン
ク
す
る
の

か
。

Ａ
現
在
、
把
握
し
て
い

る
防
火
水
槽
の
要
望
は
五

件
だ
。
補
助
対
象
が
四
件

か
ら
五
件
と
い
う
こ
と

で
、
予
算
要
求
し
て
い
た

が
、
救
急
車
な
ど
の
購
入

で
翌
年
度
に
送
ら
ざ
る
を

得
な
か
っ
た
。

Ａ
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
は

国
土
交
通
省
が
物
部
川
、

国
分
川
を
浸
水
想
定
地
域

と
指
定
し
て
、
香
美
市
に

マ
ッ
プ
作
成
を
と
い
っ
て

き
て
い
る
。
災
害
時
の
配

慮
が
必
要
か
ど
う
か
で
、

つ
く
る
よ
う
に
し
て
い

る
。
自
主
防
災
組
織
の
防

災
マ
ッ
プ
は
、
地
域
に
密

着
し
た
も
の
で
、
災
害
時

に
は
一
番
生
か
さ
れ
な
い

と
い
け
な
い
も
の
だ
。

食害防止ネットの設置（三嶺）

べふ峡温泉
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Ｑ
平
山
交
流
施
設
の
利

用
状
況
は
ど
う
か
。

Ａ
夏
場
は
た
く
さ
ん
あ

り
、
平
成
十
九
年
の
十
月

段
階
で
は
黒
字
で
あ
っ
た
。

ウ
ィ
ー
ク
デ
イ
の
利
用

に
つ
い
て
は
、
積
極
的
に

情
報
開
示
し
て
い
く
必
要

が
あ
る
。

Ｑ
香
北
支
所
の
用
務
員

業
務
委
託
料
、
物
部
支
所

の
委
託
料
な
ど
は
、
予
算

編
成
に
あ
た
り
、
行
財
政

改
革
推
進
特
別
委
員
会
の

議
論
を
受
け
、
ど
う
反
映

さ
れ
た
の
か
。

Ａ
宿
日
直
、
用
務
員
の

関
係
は
現
在
、
関
係
各
課

が
集
ま
り
、
話
し
合
っ
て

い
る
。
業
務
内
容
等
が
違

い
、
な
か
な
か
統
一
で
き

て
な
い
状
況
だ
。

Ｑ
徴
税
費
の
還
付
金
が
、

十
九
年
度
は
七
百
万
円
の

予
算
だ
っ
た
が
、
何
を
想

定
し
て
三
千
万
円
に
な
っ

て
い
る
の
か
。

Ａ
税
源
移
譲
に
か
か
る

還
付
金
を
二
千
五
百
万

円
、
通
常
の
還
付
金
を
五

百
万
円
計
上
し
て
い
る
。

Ｑ
電
子
計
算
費
の
委
託

料
、
シ
ス
テ
ム
運
用
保
守

費
が
大
き
く
増
額
に
な
っ

て
い
る
が
。

Ａ
電
算
業
務
の
運
用
で

職
員
二
名
の
時
間
外
業
務

が
非
常
に
多
く
、
健
康
を

害
す
る
ぎ
り
ぎ
り
で
や
っ

て
い
る
の
で
、
監
査
委
員

か
ら
も
指
摘
を
受
け
て
い

る
。
時
間
外
を
減
ら
す
た

め
の
派
遣
職
員
的
な
追
加

だ
。

Ｑ
秦
山
公
園
の
今
回
の

工
事
は
、
大
半
が
公
有
財

産
の
購
入
と
補
償
で
、
実

際
の
工
事
費
は
四
千
五
百

万
円
だ
が
、
ど
う
い
う
工

事
に
な
る
の
か
。

Ａ
今
回
、
秦
山
公
園
に

は
約
二
億
五
千
万
円
計
上

し
て
い
る
。
公
有
財
産
購

入
費
は
駐
車
場
が
ほ
と
ん

ど
だ
。
補
償
は
、
墓
地
あ

る
い
は
個
人
へ
の
補
償
で

工
事
は
第
四
駐
車
場
整
備

だ
け
で
四
千
五
百
万
円
の

予
定
だ
。

Ｑ
商
工
費
で
、
刃
物
ま

つ
り
の
補
助
金
は
。

Ａ
商
工
会
商
工
業
振
興

対
策
事
業
補
助
金
で
刃
物

ま
つ
り
に
五
十
万
円
、
ジ

ャ
パ
ン
ブ
ラ
ン
ド
に
五
十

万
円
計
上
し
て
い
る
。

Ｑ
刃
物
ま
つ
り
は
、
香

美
市
の
一
大
イ
ベ
ン
ト

で
、
地
場
産
業
の
刃
物
業

界
に
と
っ
て
も
、
大
切
な

ま
つ
り
だ
。
地
場
産
業
を

も
っ
と
大
事
に
す
る
観
点

か
ら
、
補
助
金
を
増
や
す

べ
き
だ
。

Ａ
緊
迫
財
政
と
い
う
こ

と
も
あ
る
。
後
継
者
育
成

事
業
に
も
百
二
十
万
円
計

上
し
て
い
る
。
人
的
に
も
、

手
伝
わ
せ
て
頂
き
た
い
。

Ｑ
学
校
給
食
費
の
委
託

料
が
十
九
年
度
と
同
額
に

な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で

の
指
摘
か
ら
、
二
十
年
度

は
、
正
常
な
形
に
戻
る
は

ず
で
は
。
業
者
と
調
整
が

つ
か
な
い
の
か
。

Ａ
施
設
関
係
、
貸
付
に

つ
い
て
も
と
り
あ
え
ず
、

無
償
と
い
う
形
に
な
る
。

中
の
人
員
と
か
そ
の
他
に

つ
い
て
は
変
わ
ら
な
い
。

Ｑ
営
利
業
者
に
無
償
で

提
供
し
て
い
る
こ
と
が
、

お
か
し
い
。
双
務
契
約
を

き
ち
ん
と
結
ん
で
や
る
べ

き
と
指
摘
し
て
い
る
。

Ａ
契
約
に
つ
い
て
は
も

う
少
し
検
討
す
る
。

秦山公園

議会には定例会と臨時会があります。
次の定例会は6月の予定です。

平成20年5月1日


